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孫っち と 爺じ 
 

大 隈 信 夫 
 

「トランプ大

統領の『相互関

税』がって言っ

てるけど、どう

いうこと。」 
 

 

爺じ 「アメリカ

のトランプ大

統領が、日本

や世界の国々

から輸 

入する物に、これまで以上の

税金をかけると発表したこと

だよ。」 

孫っち 「ふーん。どうしてその

ことが大きな話題になってい

るの。」 

爺じ 「もともと『関税』とは、

どこの国でも、外国から輸入

する物に税金をかけて、自分

の国で生産するものとの競争

力を弱くして、自国の産業を

守るためのものだといわれて

いる。」 

孫っち 「じゃあ、どこの国にも

『関税』をとっているの？」 

爺じ 「そうだよ。」 

孫っち 「ふ～ん。じゃあ、トラ

ンプ大統領は、アメリカの産

業を守るために『関税』を高

くするといっているの？」 

爺じ 「そうだよ。例えば、日本 

から輸入する４００万円の車 

に２４％の『関税』をかける

と４９６万円になり、販売競

争でアメリカの車が有利にな

ってアメリカの自動車産業が

守られると言っている」 

孫っち 「どういうこと。」 

爺じ 「日本車に『関税』分の９

６万円を上乗せして販売する

から、その分車の値段が高く

なって、アメリカの車との販

売競争に負けてしまう。そう

することによって自動車産業

が守られるということだ、と

言っているんだよ」 

孫っち 「なるほど。その『関税』

は日本の自動車会社が払う

の？は誰が払うの？」 

爺じ 「『関税』は、輸入したアメ

リカの企業が負担する仕組み

だから、輸入したアメリカの

企業や人が払うという仕組み

なんだよ。」 

孫っち 「えっ、アメリカの企業？

どこに払うの？」 

爺じ 「アメリカの国に払うんだ

よ。だから、国の財政がよく

なるといっている」 

孫っち 「なるほど。」 

爺じ 「だけど、最終的には、ア

メリカ国民が負担することに

なる。物価が上がってインフ

レになり、さらに、アメリカ

だけでなく、それが世界中に

広がり、大恐慌につながる可

能性があるという人もいる。」 

孫っち  

 

「そりゃあ、大変

だね。」 

 

 

爺じ 「とにかく、今回のトラン

プ大統領の『相互関税』は、

これまでアメリカ自身が主導

して世界に押しつけてきた貿

易の国際ルールにも反した身

勝手なものだと、国際的に大

きな怒りが広がっているもの

だよ。」 

孫っち 「どうしたらいいの？」 

爺じ 「ちょっと難しくなるけど、 

世界の経済は、

アメリカや多国

籍企業が主導し

ているといわれ、

アメリカが『相 

互関税』を強引に進めようと

して問題となっている。 

今回の問題を解決するため

には、それぞれの国が、トラ

ンプ大統領の言いなりでなく、

経済主権・食料主権を尊重し、

認め合うような新たな貿易ル

ールの構築を求めることが重

要だと思う。」 

孫っち 「そう、うまくいくの？」 

爺じ 「難しいけど、トランプ大

統領の提案は、各国から批判

と反発で挫折し、その後の動

きに期待するしかないのかも

しれない。」 

孫っち 「そうなんだ」 

爺じ 「もう少し推移を見ながら

期待したいものだね。」 
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